
これからの季節は、気温も上がって
草木が伸びやすくなる時期でもあるよね。

安全で、住みよいまちづくりのため、あき地の所有者や
管理者は、定期的な草刈りをするなど、責任を持って適
切な土地の管理をお願いします！

あき地に生えている雑草や枯草がそのまま放置
されていると、交通の支障や犯罪、病虫害、火災
などの発生原因になってしまうんだ。
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◆問合先 市役所環境政策課 ☎４４－３３０６

＊あき地の雑草除去は管理者の責務です＊
景観の維持及び生活環境の保全に寄与することを目的とし、「香芝市あき地に繁茂した雑草等の除去に関す

る条例」を制定しています。良好な生活環境の確保と住民の生活の安全を図り、快適で住みよいまちづくりのため、
ご理解とご協力をお願いします。

被害が急拡大しています

クビアカツヤカミキリを見つけたら

特徴

狂犬病予防法により生後91日以上の犬の所有者は、毎年4月1日から6月30日までの間に予防注射を受けさせなけ
ればならないと定められています。お済みでないかたは、 各動物病院にて予防注射を済ませましょう。
＊3月2日から3月31日までに既に接種を済ませたかたは除きます。

クビアカツヤカミキリは、サクラ、ウメ、モモ、スモモなど（バラ科サクラ亜科）の樹木内部を食い荒らし、枯死させるおそれ
のある昆虫です。繁殖力が非常に強く、日本国内の各地で被害が急拡大しています。

クビアカツヤカミキリは「特定外来生物」に指定されており、生きたまま持ち運ぶことや飼育することなどが法律で禁止
されています（罰則あり）。成虫がさらに被害を拡大させる原因となることを防ぐため、発見した成虫は踏みつぶすなど、
その場で駆除をお願いします。成虫をつぶすと、靴の裏に甘い匂いが付着しますが、この匂いに人体への害はありません。

・成虫：全体的に光沢のある黒色で胸部が赤く、体長は2.5～4㎝。活動期間は6～8月ごろ。
・幼虫：4～10月ごろに木の内部を摂食し、大量のミンチ状のフラス（フンと木くずが混ざったもの）を
　排出しながら2～3年木の中で過ごす。

あき地の雑草等の除去

狂犬病予防注射は６月３０日までに

クビアカツヤカミキリ（特定外来生物）の被害にご注意を
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